
令和４年(2022)３月１日(火)

学校便り

きらきら神原っ子 第１３号

校長 石垣史昭

春、３月、弥生を迎えました。

学校においては、卒業式、修了式、離任式とお別れが続く時期です。

とてもさみしい季節を迎えますが、ともに成長を喜ぶ時期でもあります。

コロナ禍が続きますが、その中で歩んだ１年間を振り返りながら、お子さ

まのできるようになったことをおおいに認めて褒めていただきますようお願

いします。本校では子どもたちの「自己肯定感」を高める取り組みをしてい

ます。自己肯定感の高い児童は、夢や希望を持ち、チャレンジする意欲が高

いということが言われています。先月行った児童の意識調査（小３以上）で

は、つぎのような回答がありました。

Q あなたの夢や希望について、あてはまるものすべてえらんでください。
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自分にはいいところがある

▶ 今の自分に自信がもてない

なりたい職業やあこがれている職業がある

夢や希望がある

▶ 夢や希望はまだない

※一部抜粋

４人に１人が
自信を持てない。

また、夢や希望が、
まだない児童も約５人
に１人である。
自己肯定感の高まりと
キャリア教育のさら
なる充実に取り組
んでいきたい。

約６割が
目標あり。
…しかし、５人
に２人しか、自
分にいいところ
を認めてい
ない

情緒が不安定になるこの時期、コロナ禍における心理的不安や発散不足も

あると思います。お子さんの声を聴き、自己肯定感を高める取り組みを私た

ちと共に取り組んで参りましょう。すべては神原っ子の笑顔をめざして！

いよいよ 月。自己の高まりをめざして！３


